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能登の未来へ 全国から復興の光を灯し続けよう！ 

  
 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 同じ年に地震と豪雨の大災害に見舞われた能登の人たち。その苦しみ、不安は本当のところ私には想像し

がたい。生活が困難になった人が故郷を離れていく現実。福祉関係者も流出し、残った職員で災害前のサー

ビスを提供できないもどかしさはいかばかりのものであろう。私の支援活動は、足りない人の穴埋めをして

いるだけのようにも見える。しかし、初めて来た私でも、一週間活動して能登を身近に感じるようになった。

能登の人たちが、何を感じ、考え、どうたちあがっていくのか、関心を持ち続けたいし、自分のできることが

あればしたい。                                    （福岡 つくしの里福祉会 安永 亮） 

  

 
協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

能登での支援活動を通じて、被災された方々の強さと温

かさに触れる貴重な経験をしました。厳しい環境の中でも笑

顔を絶やさず、前向きに過ごす姿に励まされ、自分自身も支

援の意味を改めて考えさせられました。地域のつながりや助

け合いの大切さを実感し、支援物資だけでなく心の支えも必

要だと痛感しました。これからも被災された方々の声に耳を

傾け、一人ひとりに寄り添った支援を続けていきたいと思い

ます。この経験は私にとって大きな学びになりました。 

(神奈川 夢 21上星川 堀口 友希) 

 
 

ゆうの丘～復興応援のランタン点灯～ 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing


 

～現場支援のとりくみから～ 
 

      

      

      

      

      

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

 

                                         

 

今回、様々なことを目にしたり、感じ学びといい経験させてもらっ

たと思っています。僕が今、通院を同行した利用者のことが一番印

象に残っています。数日前からご飯が口に通ってなかったようで、

その日は薬の副作用の為か、ふらつきが見られていました。最初、暗

い表情をされていましたが、通院・買い物で震災当時のことや普段

の困りごとを話され、自宅に着いた時には、すっきりした表情を浮

かべ、「ありがとう」と言ってもらいました。僕自身、何もしていませ

んが、それでも、喜んでもらえた事で少しでも勇気付けられていると

思いました。                （滋賀 蒲生野会 田畑 惣士） 

 

一互一笑の調理作業 

第 53クールメンバー 

きょうされんのＮＯＷに能登支援ボランティア募集の記事があ

り、私に出来ることは？そうだ車の運転ならできる！と応募しま

した。今回の支援は、利用者の送迎と作業の援助がメインでした。

利用者の半数以上が仮設住宅住まいということでした。みなさ

ん、粛々と作業に向き合っている姿が印象的でした。元気をもら

ったりあげたりという関係性でなく、ただその日がかけがいのな

いものに思えました。「何気ない日常こそ大切にしていきたい」、今

回の支援のなかで一番感じたことです。 

                   （広島 ワークきらぼし 真田 友恵） 

  

 4日間、一互一笑で調理のお手伝いと支援に入らせていただき

ました。大変な状況にも関わらず、温かく笑顔で接して下さる皆様

に感謝しかありません。間違いなく私がエネルギーをもらいに能

登に来たことになりました。繰り返す自然災害、山積みの社会問

題を前に、既に人々の善意と努力だけでは限界があり、ささやか

な日常というこの上ない幸せを作る国に、果たしてベクトルは向

かっているのだろうか？と疑問を持つのです。今回、関わって下

さった全ての皆様へ、本当にありがとうございました。  

                (福岡 つくしの里福祉会 白石 恵美子) 

通院支援の受付の様子 
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